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第
一
章
　
考
古
学
か
ら
み
た
山
科

　
山
科
盆
地
北
半
中
央
に
あ
る
栗く

る
す
の

栖
野
台
地
上
に
中
臣
遺
跡
が
あ
る
。
一
九
六
九
年
に
発
見

さ
れ
、
一
九
七
一
年
か
ら
発
掘
が
続
け
ら
れ
た
。
一
九
六
八
年
調
査
の
大
宅
廃
寺
と
と
も

に
こ
の
こ
ろ
よ
り
、
文
献
史
料
に
は
残
ら
な
い
山
科
の
歴
史
が
次
々
と
明
ら
か
に
な
っ
た
。

一
　
旧
石
器
・
縄
文
時
代
の
足
ど
り

　
山
科
盆
地
で
最
も
古
い
人
た
ち
の
足
ど
り
は
、
中
臣
遺
跡
中
央
か
ら
出
土
し
た
旧
石
器

で
あ
る
。
鹿
児
島
県
の
姶あ

い
ら良

火
山
灰
が
降
る
よ
り
古
い
三
万
年
前
に
さ
か
の
ぼ
る
。
京
都

市
で
本
格
的
な
旧
石
器
の
発
掘
は
こ
の
一
例
限
り
。
一
九
九
四
年
調
査
で
慎
重
に
粘
土
層

を
掘
り
下
げ
、
チ
ャ
ー
ト
も
混
じ
る
が
サ
ヌ
カ
イ
ト
が
主
体
の
石
器
群
で
あ
り
、
中
に
は

瀬
戸
内
地
方
に
特
徴
的
な
ナ
イ
フ
形
石
器
が
あ
っ
た
（
図
一
）。
径
四
メ
ー
ト
ル
の
石
器
集

中
区
も
あ
っ
た
。
旧
石
器
末
で
は
、
中
臣
・
旭
山
遺
跡
の
有
舌
尖
頭
器
が
あ
る
。

　
京
都
府
で
旧
石
器
時
代
の
住
居
址
は
確
認
さ
れ
な
い
が
、
最
も
さ
か
の
ぼ
る
竪
穴
住
居

は
縄
文
時
代
早
期
の
左
京
区
上か

み
は
て
ち
ょ
う

終
町
に
あ
る
。
径
二
・
八
メ
ー
ト
ル
の
楕
円
形
の
平
面
、
深
さ
〇
・
一
五
メ
ー
ト
ル
と
浅
く
、
単
純

な
枝
掛
け
の
屋
根
で
あ
っ
た
ろ
う
。
同
じ
早
期
の
押
型
文
土
器
は
中
臣
遺
跡
で
も
出
土
す
る
。
氷
河
期
が
終
わ
り
、
そ
の
あ
と
最

も
温
暖
に
な
っ
た
前
期
の
も
の
は
今
の
と
こ
ろ
山
科
盆
地
で
は
見
あ
た
ら
な
い
。
し
か
し
、海
水
面
が
上
昇
し
た
時
代
で
も
あ
り
、

高
い
場
所
に
あ
る
山
科
の
生
活
は
続
い
て
い
た
は
ず
で
、
山
の
幸
は
多
く
実
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
中
期
後
半
に
な
っ
て
、
盆
地

南
東
の
日
野
谷
寺
町
で
石
囲
炉
が
見
つ
か
る
。
中
期
末
で
は
中
央
部
の
中
臣
・
勧
修
寺
、
そ
の
東
南
の
醍
醐
寺
境
内
・
日
野
谷
寺

町
な
ど
、
盆
地
各
所
で
点
在
す
る
。
後
期
で
は
東
の
大
宅
遺
跡
で
も
確
認
で
き
、
晩
期
に
土
器
棺
墓
が
あ
る
。
さ
ら
に
北
の
芝
町

図
一 
中
臣
遺
跡
出
土
ナ
イ
フ
形
石
器
と
石
核
・
剥
片
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遺
跡
、
安
祥
寺
下
寺
遺
跡
に
は
埋
甕
が
あ
る
。
中
臣
遺
跡
で
は
竪
穴
住
居
や
埋
甕
、
落
ち
込
み
、
土
壙
・
柱
穴
、
多
種
多
様
で
あ
る
。

二　

弥
生
・
古
墳
時
代
と
古
墳

　

西
に
旧
安
祥
寺
川
、
東
に
山
科
川
に
は
さ
ま
れ
る
中
臣
遺
跡
は
、
引
き
続
き
弥
生
時
代
も
前
期
か
ら
後
期
、
さ
ら
に
古
墳
時
代
、

ひ
い
て
は
室
町
時
代
、
現
在
ま
で
足
ど
り
が
つ
づ
く
中
核
的
な
存
在
で
あ
る
。
弥
生
時
代
で
は
中
・
後
期
の
方
形
周
溝
墓
や
土
壙

墓
が
多
く
あ
る
。
遺
跡
南
側
の
低
地
に
多
く
、
中
で
も
二
〇
一
〇
年
調
査
の
後
期
末
の
辺
九
メ
ー
ト
ル
の
大
き
な
焼
失
竪
穴
住
居

が
注
目
さ
れ
る
。
数
あ
る
住
居
か
ら
は
摂
津
、
河
内
の
庄
内
式
や
近
江
系
の
出
土
土
器
が
み
ら
れ
、
南
方
の
地
域
よ
り
も
近
江
と

の
交
流
が
強
い
よ
う
に
評
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
古
墳
時
代
中
期
の
五
世
紀
ま
で
は
、
中
臣
遺
跡
の
な
か
で
も
ま
ず
東
の
山
科
川

沿
い
の
東
側
の
遺
構
が
よ
り
濃
密
に
な
る
こ
と
か
ら
も
、
近
江
ル
ー
ト
が
中
心
だ
っ
た
。

　

目
立
っ
た
前
期
古
墳
は
今
の
と
こ
ろ
山
科
に
な
い
。
し
か
し
視
野
を
広
げ
る
と
、
東
山
丘
陵
南
端
に
は
長
さ
一
四
〇
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
の
大
墳
丘
と
目
さ
れ
る
黄
金
塚
二
号
墳
が
一
号
墳
と
と
も
に
並
ぶ
。
二
号
墳
は
古
墳
時
代
前
期
の
四
世
紀
後
葉
の
円
筒
埴
輪

や
盾
形
埴
輪
が
列
を
な
し
た
。
埋
葬
施
設
は
粘
土
槨
と
さ
れ
、
小
札
革
綴
冑
・
刀と

う
す子

を
副
葬
す
る
。
大
和
か
ら
巨
椋
池
そ
し
て
近

江
に
向
か
う
玄
関
口
に
立
地
し
、
同
時
に
そ
れ
は
山
科
の
玄
関
口
で
も
あ
っ
た
。

　

五
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
中
臣
遺
跡
の
山
科
川
に
そ
う
東
斜
面
に
方
墳
群
が
つ
く
ら
れ
た
。
後
期
の
六
世
紀
後
半
に
は
旧
安
祥
寺
川

の
西
斜
面
に
中
臣
十
三
塚
と
よ
ば
れ
る
古
墳
群
が
あ
る
。

　

前
者
は
一
九
九
八
年
調
査
で
古
墳
が
九
基
と
木
棺
墓
三
基
が
検
出
さ
れ
た
。
低
い
墳
丘
の
も
の
は
周
溝
の
み
が
残
っ
た
。
円
墳

の
可
能
性
の
あ
る
古
墳
二
基
以
外
は
、
い
ず
れ
も
方
墳
で
あ
る
。
墳
丘
の
大
き
さ
は
辺
一
〇
メ
ー
ト
ル
、
周
溝
幅
が
二
メ
ー
ト
ル

以
上
の
も
の
と
、
六
メ
ー
ト
ル
前
後
、
幅
一
メ
ー
ト
ル
の
も
の
と
に
わ
か
れ
る
。
二
重
周
溝
の
も
の
も
一
基
あ
る
。
出
土
須
恵
器

か
ら
五
世
紀
中
ご
ろ
、
五
世
紀
後
半
か
ら
末
の
築
造
と
分
か
る
。
他
の
調
査
で
は
、
五
世
紀
代
を
は
じ
め
、
六
世
紀
中
葉
か
ら
七

世
紀
初
め
の
土
壙
墓
も
あ
る
。
一
九
八
六
年
の
調
査
で
は
円
筒
埴
輪
も
出
土
す
る
。

　

六
世
紀
後
半
以
降
に
な
る
と
、
後
者
の
中
臣
十
三
塚
古
墳
群
の
横
穴
式
石
室
を
中
心
と
し
た
古
墳
が
旧
安
祥
寺
川
沿
い
の
西
側

に
集
ま
る
。
現
地
に
は
宮み

や
じ道

古
墳
、
折お

り
が
み上

神
社
稲
荷
塚
古
墳
な
ど
の
円
墳
が
残
る
。
新
十
条
の
道
路
建
設
（
七
〇
―
二
次
）
で
調

査
さ
れ
た
横
穴
式
石
室
か
ら
は
須
恵
器
の
杯
な
ど
が
出
土
し
、
山
科
区
役
所
の
ロ
ビ
ー
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
上
流
側
に

も
花か

ざ
ん山

神
社
古
墳
な
ど
が
あ
り
、
さ
ら
に
北
の
天
智
陵
古
墳
の
あ
る
エ
リ
ア
と
河
川
を
通
じ
て
一
体
化
す
る
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
、

山
科
及
び
中
臣
氏
の
中
心
は
こ
の
あ
た
り
に
移
っ
た
。
さ
ら
に
、
上
流
に
火
力
と
な
る
森
林
資
源
を
求
め
、
後
で
触
れ
る
須
恵
器

や
製
鉄
な
ど
の
手
工
業
生
産
の
拡
大
を
め
ざ
し
た
。
飛
鳥
時
代
の
七
世
紀
に
至
っ
て
も
、
中
臣
遺
跡
で
は
遺
跡
全
域
で
竪
穴
住
居

や
掘
立
柱
建
物
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

盆
地
東
側
の
醍
醐
廃
寺
境
内
で
は
五
世
紀
代
の
円
筒
埴
輪
片
が
出
土
す
る
。
古
北
陸
道
、
奈
良
街
道
沿
い
の
北
方
に
は
、
大
宅
・

向
山
・
中
鳥
井
・
大
岩
と
い
っ
た
古
墳
も
並
ぶ
。
大
宅
古
墳
は
大
宅
廃
寺
境
内
で
横
穴
式
石
室
を
発
掘
し
た
も
の
だ
。
南
側
の
丘

陵
を
へ
だ
て
て
丘
陵
南
斜
面
に
石
室
が
な
ら
ぶ
醍
醐
古
墳
群
が
一
九
八
〇
年
代
に
調
査
さ
れ
た
。
今
は
耳
塚
古
墳
の
碑
が
東
山
高

校
グ
ラ
ン
ド
の
北
の
丘
陵
上
に
あ
る
が
、
こ
れ
は
二
〇
基
以
上
か
ら
な
る
古
墳
群
で
あ
っ
た
。
無
袖
の
横
穴
式
石
室
と
幅
〇
・
五

メ
ー
ト
ル
前
後
の
小
石
室
の
方
墳
を
を
含
む
が
、
主
体
は
、
幅
一
〜
一
・
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
両
袖
や
片
袖
式
の
横
穴
式
石
室
の

円
墳
で
あ
る
。
杯
・
蓋
・
高
杯
・
壺
・
提
瓶
な
ど
の
須
恵
器
、
釘
・
刀
子
・
鉇

ヤ
リ
ガ
ン
ナ・

金
環
・
銀
環
な
ど
が
出
土
す
る
。
飛
鳥
時
代
に

入
る
七
世
紀
初
頭
を
中
心
に
し
て
築
か
れ
、
七
世
紀
後
半
に
は
追
葬
も
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
北
方
に
は
、
大
型
墳
が
盆
地
東
部
の
山
裾
、
大
塚
西
浦
町
に
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
現
在
の
大
塚
付
近
、
大
塚
村

の
中
に
古
墳
が
数
基
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
う
ち
山
科
大
塚
古
墳
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
径
二
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
円
墳
で
、
内
部

に
石
棺
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

西
側
の
東
山
丘
陵
の
尾
根
南
斜
面
京
都
市
中
央
斎
場
建
設
で
旭
山
古
墳
群
が
一
九
七
七
・
七
八
年
に
発
掘
さ
れ
た
。
二
九
基
以

上
の
古
墳
か
ら
な
り
、
七
世
紀
前
葉
〜
中
葉
に
築
か
れ
る
。
辺
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
方
墳
で
両
袖
式
横
穴
式
石
室
の
も
の
、
辺
五
〜

七
メ
ー
ト
ル
の
無
袖
式
の
も
の
、
墳
丘
の
な
い
単
葬
の
小
石
室
が
あ
る
。
石
室
は
幅
が
一
メ
ー
ト
ル
に
満
た
な
い
幅
細
い
も
の
が
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天
智
陵
古
墳
の
あ
る
丘
陵
一
帯
に
は
飛
鳥
時
代
の
須
恵
器
窯
跡
が
あ
る
。
本
格

的
に
発
掘
さ
れ
た
日
ノ
岡
堤つ

つ
み
だ
に谷

に
は
須
恵
器
の
窯
跡
が
古
墳
西
の
丘
陵
に
築
か

れ
て
い
た
。
丘
陵
斜
面
の
岩
盤
を
ト
ン
ネ
ル
状
に
刳
り
ぬ
い
た
地
下
式
の
長
さ
七

メ
ー
ト
ル
の
窖あ

な
が
ま窯

で
あ
る
。
床
面
は
岩
盤
を
そ
の
ま
ま
用
い
、
そ
の
上
部
の
剥
落

に
つ
い
て
は
ス
サ
を
混
ぜ
た
粘
土
補
修
が
見
ら
れ
た
。
杯
・
壺
・
甕
・
瓶
な
ど
が

出
土
す
る
。「
×
」
や
コ
ン
パ
ス
文
、
漢
字
の
「
奉　

田
田　

加　

米
（
カ
メ
？
）」

と
い
っ
た
刻
文
が
つ
く
。
こ
れ
ら
は
七
世
紀
中
ご
ろ
に
近
い
年
代
の
も
の
で
、
同

時
期
の
窯
は
南
南
西
の
丘
陵
裾
の
大
峰
や
朝
日
稲
荷
の
も
の
が
あ
る
。
さ
ら
に
天

智
陵
古
墳
の
北
方
に
は
後
山
科
陵
、
御
陵
大

岩
町
と
い
っ
た
製
鉄
遺
跡
が
知
ら
れ
、
大
塚

遺
跡
で
は
鉄
滓
・
羽
口
が
確
認
さ
れ
る
。
こ

う
し
て
旧
安
祥
寺
川
水
系
の
上
流
域
で
は
一

大
手
工
業
地
帯
に
発
展
さ
せ
よ
う
と
し
た
形

跡
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
天
智
陵
古
墳

を
誘
致
し
た
た
め
、
盆
地
北
半
の
土
地
利
用

が
制
限
さ
れ
る
に
至
っ
た
で
あ
ろ
う
。

四　

盆
地
南
半
の
古
代
寺
院

　

天
智
陵
古
墳
の
築
か
れ
た
七
世
紀
後
半
、
盆
地
北
部
に
対
し
て
南
側
の
開
発
が
目
立
つ

よ
う
に
な
っ
た
。
山
科
に
は
古
い
時
期
の
寺
院
は
な
い
が
、
遅
れ
て
白
鳳
寺
院
が
現
れ
る
。

多
い
。
金
環
や
須
恵
器
・
土
師
器
、
鉄
釘
・
刀
子
が
出
土
し
た
。
つ
づ
く
花
山
山
陵
に
も
古
墳
が
多
い
。
平
安
京
を
一
望
で
き
る

大
日
堂
に
は
径
四
〇
メ
ー
ト
ル
も
の
円
墳
が
あ
り
、
周
囲
に
は
箱
式
石
棺
な
ど
が
群
集
す
る
。
西
斜
面
を
下
る
と
高
台
寺
境
内
に

は
辺
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
五
世
紀
中
ご
ろ
の
八
坂
方
墳
が
あ
る
。
山
科
盆
地
の
西
に
接
す
る
東
山
の
尾
根
上
に
は
古
墳
が
多
い
。
そ

の
す
ぐ
南
は
鳥と

り
べ
の

部
野
と
呼
ば
れ
、
後
の
平
安
時
代
に
は
一
大
葬
地
と
な
る
。
陵
墓
地
内
に
は
古
墳
が
残
る
他
、
伏
見
稲
荷
山
古
墳

群
が
残
る
。
さ
ら
に
南
の
永
井
久
太
郎
古
墳
を
含
む
桃
山
古
墳
群
で
は
、
丘
陵
裾
の
伏
見
城
下
町
や
本
丸
が
あ
っ
た
現
在
の
明
治

天
皇
陵
内
に
も
古
墳
が
あ
る
。
南
端
の
京
都
橘
中
学
・
高
等
学
校
の
建
設
時
に
五
世
紀
後
葉
の
円
筒
埴
輪
片
が
出
土
し
、
黄
金
塚

古
墳
群
に
並
ん
で
丘
陵
端
の
古
墳
が
点
在
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

三　

天
智
陵
古
墳
と
そ
の
周
囲

　

さ
て
、
山
科
盆
地
の
北
に
は
七
世
紀
後
半
に
築
か
れ
た
天
智
陵
古
墳
が
あ
る
。
背
後
に
あ
る
大
岩
古
墳
は
単
独
の
円
墳
と
さ
れ

る
が
、
そ
の
周
囲
の
凹
状
の
落
ち
込
み
に
は
岩
が
散
在
す
る
こ
と
か
ら
、
斜
面
に
古
墳
が
群
在
し
て
い
た
の
で
な
い
か
と
言
わ
れ

る
。
そ
の
付
近
に
、
六
七
一
年
の
崩
御
の
翌
年
、
天
智
天
皇
の
陵
が
で
き
た
と
い
う
。
そ
の
陵
の
兆
域
に
は
安
祥
寺
山
も
入
る
よ

う
だ
。「
陶す

え
た田

里
」
と
い
う
条
里
の
北
方
に
現
在
の
天
智
陵
と
目
さ
れ
る
古
墳
が
あ
る
。
一
二
世
紀
に
至
っ
て
も
山
陵
と
し
て
扱

わ
れ
た
。
現
在
で
も
陵
墓
守
の
形
態
が
引
き
継
が
れ
る
希
有
な
存
在
で
あ
る
。
墳
丘
は
総
じ
て
上
円
下
方
墳
、
墳
頂
付
近
に
切
石

が
八
角
形
に
め
ぐ
る
。
奈
良
県
飛
鳥
周
囲
に
あ
る
舒
明
陵
古
墳
以
降
の
大
王
級
の
墳
墓
が
八
角
形
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
八
角
墳
と

解
釈
で
き
る
（
図
三
）。
立
地
も
飛
鳥
地
域
の
終
末
期
古
墳
に
多
い
、
い
わ
ゆ
る
山
よ
せ
で
あ
り
、
両
翼
と
な
る
丘
陵
と
と
も
に

墳
丘
の
三
方
が
山
地
に
囲
ま
れ
る
。
そ
の
兆
域
は
背
後
の
山
の
み
な
ら
ず
、
東
西
の
丘
陵
ま
で
及
ん
だ
で
あ
ろ
う
。
墳
丘
本
体
の

対
辺
長
は
、
四
一
・
四
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
八
・
二
メ
ー
ト
ル
、
方
形
基
壇
と
言
う
べ
き
下
段
の
辺
は
六
三
・
七
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

二
メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
で
あ
る
。
墳
丘
に
あ
る
石
材
の
多
く
は
チ
ャ
ー
ト
、
他
に
粘
板
岩
や
花
崗
岩
も
あ
る
。
八
角
の
南
辺
に
は

「
沓く

つ
ぬ
ぎ脱

石
」
と
呼
ば
れ
る
二
・
三
×
一
・
九
メ
ー
ト
ル
の
巨
石
が
埋
ま
る
。

図
二
　
天
智
陵
古
墳
航
空
写
真

図
三
　
天
智
陵
古
墳
墳
丘
復
原
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ぐ
ら
す
木
炭
槨
で
、
そ
の
上
に
盛
土
さ
れ
る
。
出
土
遺
物
に
は
三
位
以
上
の
品
と
目
さ
れ
る
金
装
大
刀
一
口
、
革
帯
飾
石
片
、
金

銀
平へ

い
だ
つ脱

双
鳳
文
鏡
一
面
が
あ
り
、
他
に
鏡
奩
片
二
箇
、
刀
子
、
鉄
板
二
枚
、
瓦
硯
、
陶
製
水
滴
、
刀
子
、
鉄
鏃
、
鉄
釘
が
あ
る
。

　

九
世
紀
後
半
の
同
じ
よ
う
な
木
炭
槨
が
、
北
部
の
旧
東
海
道
沿
い
に
安
朱
・
安あ

ん
し
ょ
う
じ
し
も
で
ら

祥
寺
下
寺
遺
跡
で
、
地
下
鉄
建
設
に
伴
っ
て

一
九
九
三
年
に
調
査
さ
れ
た
。
遺
跡
自
体
は
飛
鳥
〜
鎌
倉
時
代
の
も
の
が
あ
る
が
、
木
炭
槨
は
東
西
に
長
い
三
・
四
メ
ー
ト
ル
の

四
角
い
土
壙
の
底
に
炭
を
お
い
て
そ
の
上
に
木
棺
を
、
周
囲
に
炭
を
ま
わ
す
厳
重
な
も
の
で
、
墓
壙
全
体
の
上
に
は
水
平
に
縞
状

に
版
築
し
て
積
み
重
ね
た
土
に
覆
わ
れ
て
い
た
。
槨
内
か
ら
は
白
銅
龍
文
の
破
鏡
・
黒
と
赤
の
乾
漆
製
品
・
土
師
器
・
釘
が
出
土

す
る
。

　

九
世
紀
中
ご
ろ
に
、真
言
系
密
教
寺
院
の
安
祥
寺
が
つ
く
ら
れ
た
。天
智
陵
古
墳
の
背
後
の
丘
陵
を
の
ぼ
っ
た
標
高
三
五
〇
メ
ー

ト
ル
に
安
祥
寺
上
寺
跡
が
あ
る
。
一
九
七
八
年
に
二
個
の
礎
石
と
須
恵
器
、
布
目
瓦
が
見
い
だ
さ
れ
た
。
平
安
時
代
の
安
祥
寺
は

醍
醐
寺
と
同
じ
く
山
上
伽
藍
で
あ
る
上
寺
と
山
下
伽
藍
の
下
寺
が
あ
っ
た
。
上
寺
は
急
斜
面
中
の
平
坦
部
を
つ
く
り
、
二
〇
〇
二

年
の
測
量
調
査
で
、
南
北
に
並
ぶ
東
西
幅
二
一
メ
ー
ト
ル
の
礼
仏
堂
と
東
西
幅
二
四
メ
ー
ト
ル
の
五
大
堂
を
中
心
に
、
東
西
僧
房
、

三
間
の
礎
石
方
形
建
物
と
い
っ
た
施
設
の
痕
を
確
認
し
て
い
る
。

六　

中
・
近
世
の
城
郭
型
寺
院
と
石
垣
石
材
採
取
場

　

山
科
本
願
寺
は
北
部
の
四
ノ
宮
川
と
旧
安
祥
寺
川
を
東
西
両
側
に
利
用
し
、
応
仁
の
乱
の
後
の
一
四
七
八
年
に
造
営
が
は
じ
め

ら
れ
た
。結
果
と
し
て
、寺
域
は
南
北
一
キ
ロ
、東
西
〇
・
八
キ
ロ
の
大
き
さ
に
及
ん
だ
。東
海
道
新
幹
線
敷
設
で
遺
構
が
確
認
さ
れ
、

一
九
七
三
年
以
降
、
数
多
く
発
掘
さ
れ
る
。
三
郭
あ
り
、
堂
舎
が
な
ら
ん
だ
御ご

ほ
ん
じ

本
寺
、
家
臣
や
僧
侶
が
住
ま
う
内う

ち
じ
な
い

寺
内
、
職
人
・

商
人
が
住
ま
う
外そ

と
じ
な
い

寺
内
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
土
塁
が
と
も
な
う
。
幅
が
一
二
〜
一
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
五
〜
六
メ
ー
ト
ル
。
周
囲
に

堀
が
幅
五
〜
一
二
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
三
・
七
メ
ー
ト
ル
、
土
塁
下
に
は
暗
渠
排
水
溝
が
設
け
ら
れ
た
。
御
本
寺
南
東
の
発
掘
で
は
、

大
甕
が
埋
め
ら
れ
た
建
物
や
炉
跡
が
あ
り
鍛
冶
を
し
て
い
た
建
物
を
検
出
す
る
。
一
五
三
二
年
の
本
願
寺
焼
き
討
ち
の
と
き
で
あ

山
科
川
左
岸
で
大
宅
廃
寺
、
小
野
廃
寺
、
醍
醐
廃
寺
、
対
岸
に
法
琳
寺
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
天
智
陵
古
墳
の
設
定
と
同
時
期
に
出

現
し
、
連
動
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

盆
地
東
の
京
都
橘
大
学
に
接
し
て
あ
る
大
宅
廃
寺
は
、
一
九
六
八
年
の
名
神
高
速
道
路
建
設
に
先
立
っ
て
発
掘
さ
れ
た
。
日
本

に
お
け
る
道
路
開
発
に
伴
っ
た
事
前
発
掘
の
先
鞭
と
し
て
も
名
高
い
。
乱
石
積
み
基
壇
の
中
央
礎
石
建
物
（
講
堂
）
と
中
軸
を
そ

ろ
え
た
北
方
礎
石
建
物
（
僧
坊
か
）
が
あ
る
。
二
〇
〇
三
年
か
ら
の
調
査
で
中
門
と
中
央
建
物
と
の
間
に
二
棟
の
瓦
積
基
壇
の
建

物
（
塔
、
金
堂
か
）
が
中
軸
線
上
を
は
さ
ん
で
東
西
に
な
ら
ぶ
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
観
世
音
式
ま
た
法
起
寺
式
の
伽
藍
配
置
と
さ

れ
る
。
中
心
伽
藍
の
瓦
積
基
壇
な
ど
は
近
江
の
影
響
を
う
け
る
。
こ
の
北
山
城
で
は
じ
め
て
雷
文
を
め
ぐ
ら
す
複
弁
八
弁
蓮
華
文

の
紀
寺
式
軒
瓦
を
使
い
、
そ
し
て
鋸
歯
文
を
め
ぐ
ら
す
藤
原
宮
軒
瓦
を
、
藤
原
宮
よ
り
早
く
用
い
た
七
世
紀
後
半
の
拠
点
的
な
寺

院
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
付
随
す
る
創
建
瓦
窯
と
目
さ
れ
る
長
さ
二
〇
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
登
り
窯
で
あ
る
大
宅
廃
寺
瓦

窯
が
南
側
の
谷
を
へ
だ
て
て
あ
る
。
一
方
で
一
九
九
一
年
に
、
八
世
紀
後
半
の
ロ
ス
ト
ル
式
平
窯
が
名
神
高
速
道
路
側
道
の
埋
設

管
工
事
の
際
に
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
は
補
修
用
の
境
内
瓦
窯
で
あ
ろ
う
。

　

南
西
の
小お

ぐ
る
す

栗
栖
北
谷
の
法
琳
寺
は
一
九
九
九
年
以
降
の
発
掘
で
六
個
の
礎
石
を
検
出
、
瓦
葺
き
礎
石
建
物
の
存
在
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
軒
丸
瓦
に
は
線
鋸
歯
文
縁
複
弁
八
弁
蓮
華
紋
の
法
隆
寺
式
、
単
弁
一
二
弁
、
そ
し
て
大
宅
廃
寺
と
同
笵
の
雷
文
縁
が
あ

る
。
軒
平
瓦
に
は
三
重
弧
紋
が
あ
る
。
七
世
紀
第
４
四
半
期
に
建
立
さ
れ
、
九
世
紀
代
ま
で
存
続
し
た
よ
う
だ
。
同
時
に
調
査
さ

れ
た
法
琳
寺
瓦
窯
跡
は
半
地
下
式
有
牀
式
の
八
世
紀
後
半
の
も
の
で
あ
る
。
近
く
に
小
栗
栖
瓦
窯
も
あ
る
。
盆
地
向
か
い
側
の
山

背
醍
醐
廃
寺
の
軒
丸
瓦
で
は
雷
文
縁
が
多
く
法
隆
寺
式
は
少
な
い
。
軒
平
瓦
は
四
重
弧
紋
で
あ
る
。

五　

平
安
時
代
の
古
墓
と
寺
院

　

平
安
時
代
に
な
る
と
、『
清
水
寺
縁
起
』
の
記
載
か
ら
、
八
一
一
年
死
去
の
征
夷
大
将
軍
の
坂
上
田
村
麻
呂
の
墓
で
は
と
目
さ

れ
る
盆
地
西に

し
が
わ側

、
滑す

べ
り
い
し石

越
の
斜
面
中
腹
に
位
置
す
る
西
野
山
古
墓
が
あ
る
。
一
九
一
九
年
に
発
見
さ
れ
、
木
棺
周
囲
に
木
炭
を
め



17 16

ろ
う
か
、
焼
土
や
焼
け
た
土
器
・
瓦
が
出
土
す
る
。
中
国
・
龍
泉
窯
の
青
磁
・
景
徳
鎮
の
五
彩
磁
器
を
は
じ
め
、
染
付
・
白
磁
・

天
目
等
の
中
国
を
は
じ
め
東
南
ア
ジ
ア
、
朝
鮮
半
島
か
ら
の
輸
入
陶
磁
器
、
ガ
ラ
ス
玉
、
金
製
刀
子
の
鯉こ

い
く
ち口

、
中
国
製
合
子
・
盆

な
ど
、
国
際
色
豊
か
で
あ
る
。

　

御
本
寺
の
中
枢
部
西
端
、
南
北
方
向
の
土
塁
に
沿
っ
て
、
四
・
四
×
六
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
室
の
中
で
蒸
気
を
だ
す
石
風
呂
が
あ
っ

た
。
階
段
の
あ
る
東
方
に
並
ん
で
竈
、
そ
の
南
に
土
間
、
北
に
井
戸
が
そ
な
わ
る
。
こ
れ
ら
周
囲
を
石
組
溝
が
囲
み
、
そ
の
南
に

通
路
が
あ
っ
た
。
南
東
に
は
阿
弥
陀
堂
、
御
影
堂
、
書
院
の
存
在
も
考
え
、
一
帯
は
史
跡
整
備
計
画
地
と
な
っ
て
い
る
。
他
に
、

山
科
中
央
公
園
に
ク
ラ
ン
ク
に
折
れ
ま
が
る
土
塁
が
残
る
。

　

山
科
本
願
寺
（
北
殿
）
の
東
方
、
音
羽
伊
勢
宿
の
光
照
寺
を
中
心
に
ひ
ろ
が
る
南な

ん

殿で
ん

跡あ
と

が
あ
る
。
北
東
部
の
一
部
が
史
跡
で

あ
る
。
一
五
〜
一
六
世
紀
の
間
、
本
願
寺
宗
主
屋
敷
と
し
て
利
用
さ
れ
、
厳
重
に
方
形
区
画
の
土
塁
や
堀
、
柵
に
囲
ま
れ
た
。
東

西
二
二
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
外
郭
の
な
か
に
は
第
二
郭
と
内
郭
が
あ
る
。中
央
に
は
今
も
二
基
の
築
山
を
よ
う
す
る
庭
園
が
残
る
。

そ
れ
を
囲
む
内
郭
北
東
隅
の
土
塁
は
幅
六
〜
八
メ
ー
ト
ル
、
断
面
Ｕ
字
形
の
堀
は
幅
五
・
四
メ
ー
ト
ル
あ
る
。
土
塁
の
南
北
長
は

一
二
六
メ
ー
ト
ル
を
計
る
。
堀
の
北
端
部
は
江
戸
時
代
前
半
に
埋
め
ら
れ
た
が
、
南
東
部
は
今
で
も
よ
く
残
る
。

七　

中
世
末
・
近
世
初
め

　

北
東
部
に
あ
る
山
科
大
塚
・
小
山
石
切
丁
場
は
、
安
土
桃
山
か
ら
江
戸
時
代
は
じ
め
に
伏
見
城
な
ど
の
石
垣
材
採
取
地
だ
っ
た

こ
と
が
最
近
わ
か
り
、
二
〇
一
五
年
に
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
と
し
て
台
帳
に
記
載
さ
れ
た
。
小
山
と
大
塚
の
山
中
、
行
者
ヶ
森
を

中
心
に
花
崗
班
岩
や
石
英
班
岩
の
露
岩
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
石
の
中
に
は
、
大
名
と
関
係
す
る
刻
印
石
、
巨
石
を
一
直
線
に

割
り
、
平
ら
な
面
を
得
る
た
め
に
設
け
た
矢
穴
列
が
つ
く
も
の
が
あ
る
。

　

刻
印
石
は
一
九
七
七
・
七
九
年
に
二
つ
が
確
認
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
二
〇
一
二
年
に
な
っ
て
か
ら
地
元
の
人
た
ち
が
探

索
し
た
結
果
、
現
在
、
刻
印
が
大
塚
で
一
六
石
、
二
一
箇
所
。
小
山
で
一
石
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
刻
印
に
は
、
一
文
字
一
星
の

刻
印
が
多
く
、
毛
利
家
四
組
専
有
の
一
つ
か
と
思
わ
れ
る
。
二
が
付
属
す
る
も
の
も
あ
る

（
図
四
）。
さ
ら
に
、
四
角
の
な
か
に
○
の
四
つ
目
結
は
若
狭
京
極
家
所
用
で
あ
ろ
う
か
。

平
四
つ
目
結
、
角
立
ち
四
つ
目
結
の
ほ
か
、
少
数
だ
が
、
十
、一
が
あ
る
。
音
羽
川
沿
い
の

小
山
に
あ
る
白
石
神
社
の
ご
神
体
と
な
る
巨
石
に
も
刻
印
が
あ
る
。
行
者
ヶ
森
の
ち
ょ
う

ど
東
麓
、
音
羽
山
に
は
さ
ま
れ
た
川
谷
の
岸
に
は
転
石
が
積
も
り
、
中
に
慶
長
初
期
の
古

い
矢
穴
が
あ
り
、
石
を
も
ち
だ
し
は
じ
め
た
の
は
こ
れ
以
前
と
な
ろ
う
。
周
囲
に
も
矢
穴

石
が
散
ら
ば
る
。
一
旦
、
こ
こ
に
落
と
し
溜
め
、
川
を
く
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
大
塚
の
東
、

行
者
ヶ
森
の
山
頂
を
や
や
下
っ
た
葭
ヶ
谷
Ａ
地
区
の
調
査
で
は
、
矢
穴
以
前
の
花
崗
岩
ブ

ロ
ッ
ク
を
採
取
し
た
で
あ
ろ
う
窪
み
が
あ
る
。
こ
れ
は
主
に
豊
臣
伏
見
城
指
月
の
も
の
だ

ろ
う
。
そ
の
南
に
は
矢
穴
石
が
広
が
る
。
矢
穴
の
形
は
五
時
期
に
わ
か
れ
る
。
矢
穴
で
の

石
切
り
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
は
関
ヶ
原
合
戦
以
降
で
あ
る
。
矢
穴
の
山
科
Ⅰ
・
Ⅱ
期
は
豊

臣
伏
見
城
木
幡
山
の
慶
長
期
、
Ⅲ
期
が
元
和
・
寛
永
期
に
対
応
し
よ
う
。
つ
ま
り
、
切
石

石
材
が
最
も
多
く
使
わ
れ
た
一
番
の
候
補
地
は
徳
川
氏
が
再
建
し
た
伏
見
城
の
石
垣
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
石
切
丁
場
は
旧
近
江

道
、
最
短
で
近
江
に
抜
け
る
中
間
点
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
街
道
に
直
結
す
る
石
出
し
口
は
現
在
の
天
神
社
あ
た
り
に
な
ろ
う
。

　

伏
見
城
は
徳
川
家
康
が
再
建
し
た
が
、
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
に
廃
城
と
な
っ
た
。
大
塚
・
小
山
の
石
切
丁
場
か
ら
伏
見

城
に
ぞ
く
ぞ
く
と
運
び
こ
ま
れ
た
石
材
は
、
廃
城
を
機
に
二
条
城
や
淀
城
な
ど
に
転
用
さ
れ
運
び
出
さ
れ
た
こ
と
が
、
石
材
と

刻
印
か
ら
わ
か
っ
て
き
た
。
長
さ
一
二
キ
ロ
ほ
ど
の
山
科
盆
地
を
ほ
ぼ
縦
断
し
た
石
は
、
京
の
町
の
あ
ち
こ
ち
に
散
ら
ば
っ
た

の
で
あ
る
。

図
四
　
山
科
大
塚
・
小
山
石
切
丁
場
刻
印
石




